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□ 令和５年の労働災害発生状況が確定し概要がまとまる
□ 令和５年度 建設業の第９次労働災害防止５カ年計画
　　 災害減少目標と実績
　 広島県における労働災害発生状況の推移等
□ 着任のご挨拶
□ 第97回 令和６年度全国安全週間

□ 足場上で労働者を作業させる下請け事業者のみなさまも
　 足場の点検者の指名が必要です！
□ 現場パトロール、教育などの
　 安全衛生活動をお手伝いします！
□ 労働災害発生状況
□ 令和６年度講習計画、令和６年度登録講習計画

　令和５年１月から12月における広島県内の労働災害発生状況（確定値）を広島労働局が取り
まとめました。
　コロナ関連災害を除いた全産業の休業４日以上の死傷災害は、前年の3,140人から235人
（+7.5.％）増加し3,375人となりました。また、死亡災害は、27人から２人減少して25人となり
ました。休業４日以上の死傷災害の発生状況のうち、転倒災害は昨年より107人増加して880
人で、災害発生件数の26.1％を占めており、昨年に引続き最も多い事故の型別災害となって
います。
　一方、建設業の休業４日以上の死傷災害は、前年の288人から68人（+23.6％）増加し356人
となりました。事故の型別発生でもっとも多いのが墜落・転落災害で107人（30.1％）、次に飛
来・落下災害が40人（11.2％）、続いて挟まれ・巻き込まれ災害38人（10.7％）、転倒災害34人
（9.6％）となっており、この４つの災害を合わせると219人で61.5％を占めております。
　また、死亡災害は昨年の７人から５人へ減少となり、事故の型別では墜落災害と飛来・落
下災害がそれぞれ２人、転倒災害が１人となっています。発生状況は、足場から墜落、コン
クリートブロックの崩れと伐採立木の落下、公道上での転倒が起因した死亡災害が発生しま
した。
　広島労働局から労働災害が急増している状況を鑑み、「労働災害による死傷者数（休業４日
以上）の急増に歯止めをかける労働災害防止対策の徹底（緊急要請）」が発出され、労働災害発
生状況を踏まえた対策の確実な実施の要請がありました。
　これらの災害発生状況からは、安全な作業計画、作業設備の不備や安全教育の不徹底など、
基本的な安全措置が取られていなかったことが一因と推定されています。
　墜落・転落防止設備の設置及び確実な点検と整備、不安全行動の禁止、作業計画書の作
成・周知、立入禁止措置等定められたルールの遵守、新規入場者教育の充実、作業手順書を
踏まえた打合せの徹底など、安全管理上の課題が認められます。
　建災防広島県支部の「第９次労働災害防止５か年計画」の災害減少目標として、５年間に第
８次計画期間の平均発生件数に対して「死亡災害」を15％減の４人以下、「墜落・転落による死
傷災害」を15％減の92人以下、令和４年の発生件数に対して「休業４日以上の死傷災害（感染
症を除く）」を５％減の274人以下とする目標値を掲げ、労働災害防止対策を推進してきまし
た。
　初年度の災害減少目標の達成状況は、「死亡災害」は目標達成できたが、「墜落・転落による
死傷災害」と「休業４日以上の死傷災害」は目標未達成となりました。

令和５年度の労働災害発生状況が確定し概要がまとまる令和５年度の労働災害発生状況が確定し概要がまとまる 広島労働局
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広島県における労働災害発生状況の推移等

令和５年度 建設業の第９次労働災害防止５カ年計画 災害減少目標と実績

建設業 (休業4日以上の死傷災害及び死亡災害） 広島労働局健康安全課(令和５年確定値）

建設業における死傷者・死亡者の推移

建設業における死傷者の推移 令和５年　災害の型別　労働災害発生状況
休業４日以上の死傷者数（356人）
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広島労働局労働基準部長　　木　下　麻　子

　４月１日付けで、広島労働局労働基準部長を拝命いたしました。前任
地は兵庫です。
　元々広島出身で、この度は、私事の１回を合わせ17回目の引越しをし
て広島に戻って来ることとなった次第です。
　一般監督官時代に７年間、加えて平成12（西暦2000）年に広島を転出し
て以来24年間の全国放浪を行い、その間47都道府県のおおむね４分の１
にあたる12都道県を巡りましたが、いずれも独自のカラーを持つ特徴あ

る地域であり、それぞれの強みを有しておりました。しかしどの地域においても、地場の
方々は自らが住む地域の特徴を特徴として認識せず、実は全国的にアピールできるすばらし
い資源を持っているにもかかわらず、側にあって当たり前のそれらを敢えてアピール材料に
することは思いも寄らないことがほとんどであったと思います。
　最近の報道で広島は全国最多の転出超過県となったと聞き及びましたが、人生の半分以上
を他県で過ごし、今またスタート地点の広島に戻ってきた身としましては、大学進学などで
一時的に広島を離れることがあったとしても、就職あるいはある程度の職歴を積んだ後、自
らが戻る場所として、家族を持ち、子供を育てる地として思い出されるような、そんな広島
になればいいな、などと考えているところです。
　とは言え、既に私自身が知っている広島とはかなり変わっており、古くなった情報を大量
にアップデートした上で広島の魅力を再認識する必要があろうかと思います。なにとぞ皆様
のご教示とお力添えをお願い申し上げます。
　昨年度は「広島第14次労働災害防止推進計画」の初年度でした。建設業においては、墜
落・転落災害防止リスクアセスメントの取組事業場の割合を令和９（西暦2027）年までに85％
以上とすることで、14次防期間の死亡者数を13次防期間と比較して15％以上減少させること
が掲げられておりますが、令和５年の建設業における墜落・転落による死傷者数は107人、
うち死亡者数は２人であり、前年比で死亡者数こそ２人減少したものの、死傷者数は19人、
21.6％増加しており、十分な成果とは言えない状況にあります。新型コロナ感染症対策終了
後の急速な経済復旧により工事数も増えていることと思いますが、是非、今一度基本に立ち
返り、墜落・転落災害の抑制に向けて、現場の危険性を低減させる有効な手段であるリスク
アセスメントの実施にお取り組みいただきますようお願い申し上げます。
　最後に、建設業労働災害防止協会広島県支部並びに会員事業場の皆様におかれては、今後
とも変わらぬ力強いご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げて、着任の挨拶とさせて
いただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

着任のご挨拶
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危険に気付くあなたの目 そして摘み取る危険の芽 みんなで築く職場の安全
期　間　本週間　７月１日から７日　　準備期間　６月１日から６月 30 日

　全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本理念の
下、「産業界における自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活
動の定着を図ること」を目的に、一度も中断することなく続けられ、今年で97回目を迎えます。
　この間、事業場では、労使が協調して労働災害防止対策を展開され、労働災害は長期的には減
少してきました。しかしながら、令和５年の県内の休業４日以上の労働災害（新型コロナウイル
ス感染症によるものを除く。以下同じ。）の死傷災害数は3,375名と前年比で7.5％増加しており、
これは平成20年以降最多と増加傾向に歯止めがかからない状況となっています。死亡者数につい
ても25名と前年比で２名減少したものの、２年連続で高止まりしている状況です。
　労働災害を少しでも減らし、労働者一人一人が安全に働くことができる職場環境を築くために
は、令和５年３月に策定した広島第14次労働災害防止推進計画に基づく施策を着実に推進するこ
とが必要であり、計画年次２年目となる令和６年度においても、引き続き労使一丸となった取組
が求められます。
　この全国安全週間を契機として、労働災害防止の重要性について認識をさらに深め、安全活動
を着実に実行することが必要です。
　事業場の皆様は、安全文化を醸成するため全国安全週間及び準備期間中に次の事項を実施して
ください。
　１　安全大会等での経営トップによる安全への所信表明を通じた関係者の意思の統一及び安全
　　　意識の高揚
　２　安全パトロールによる職場の総点検の実施
　３　安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安全関係資料の配布等の他、ホームページ
　　　等を通じた自社の安全活動等の社会への発信
　４　労働者の家族への職場の安全に関する文書の送付、職場見学等の実施による家族への協力
　　　の呼びかけ
　５　緊急時の措置に係る必要な訓練の実施
　６　「安全の日」の設定の他、準備期間及び全国安全週間にふさわしい行事の実施

第 9７回 令和６年度全国安全週間

分 会 人 事 異 動 の お 知 ら せ

廿 日 市 分 会　
日　　　付　　　　　　役　　職　　　　　新　　任　　　　　退　　任

令和６年４月１日　　　　事務局長　　　  戸　野　雅　生　   田　川　浩　一
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自然災害関連工事広島安全衛生支援センター 
建設業労働災害防止協会　広島県支部
〒 730-0012　広島県広島市中区上八丁掘8-10　２階

TEL：082-228-8250　FAX： 082-211-3499
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令和４年・令和５年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和５年 確定値）

令和４年・令和５年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和５年 確定値）

（　）内は、死亡で内数
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令和５年・令和６年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和 6年３月末）

令和５年・令和６年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和 6年３月末）

（　）内は、死亡で内数

感電



※受付状況等の詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

建災防広島県支部（０８２）２２８－８２５０

令和６年度講習計画（令和６年５月～７月末までの計画）令和６年度講習計画（令和６年５月～７月末までの計画）
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福山市
尾道市
三次市
福山市
福山市
呉市
福山市
尾道市
広島市
広島市
広島市
広島市
呉市
福山市
尾道市
三次市
広島市
呉市
三次市

県支部
福山分会
尾道分会
県支部
福山分会
県支部
呉分会
県支部
福山分会
県支部
県支部
県支部
福山分会
尾道分会
福山分会
福山分会
県支部
福山分会
尾道分会
三次分会
福山分会
福山分会
呉分会
福山分会
尾道分会
県支部
県支部
県支部
広島分会
呉分会
福山分会
尾道分会
三次分会
県支部
呉分会
三次分会
県支部

20～21

27～28

16～17
10・11・13

28

23

15

30
30

23～24

16～17

15

4～5
26～27

19～21

7

18
17

11

6

4

5～6
19～20

24～25

22～23

2～3

10～12

23～24

11
5

24

9
18

19
26
26

18～19

18
9

足場の組立て等作業主任者

型枠支保工の組立て等作業主任者

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者

建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者
コンクリート造の工作物の解体等作業主任者
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

足場の組立て等特別教育

石綿取扱い作業従事者特別教育
巻上げ機（ウインチ）運転業務

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育

振動工具取扱作業従事者
刈払機取扱作業者安全衛生教育

現場管理者統括管理

足場の組立て等作業主任者能力向上（定期）教育
施工管理者のための足場点検実務者研修
建設業における熱中症予防指導員・管理者研修

職長・安全衛生責任者教育

職長・安全衛生責任者能力向上教育
斜面の点検者に対する安全教育
建設工事に従事する労働者のための教育「建設従事者教育」（6時間）

技  

能  

講  

習

特
別
教
育・準
じ
た
教
育

能
力
向
上
・
安
全
衛
生
教
育
等

講　習　名 実施場所 受付分会
開催日

５月 ７月６月

※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付開始日は開催日の２ケ月前の当日です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、土・日・祝日の場合は翌営業日とします。）
　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認ください。
　https://www.jcosha-hiroshima.jp/

（令和６年７月～９月末までの計画）令和６年度登録講習計画（令和６年７月～９月末までの計画）令和６年度登録講習計画
実施場所
広島市

受　　付
県支部

８月７月
－ 1～ 2

９月
－

建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

＊要請により、随時実施

昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和６年５月10日発行　第679号⑻

広 島 県 支 部 各 分 会
広島分会（０８２）２２８－８２５２　三原分会（０８４８）６３－９９２０　三次分会（０８２４）６２－４３９１
呉 分 会（０８２３）２２－６８８６　尾道分会（０８４８）２２－８９１８　廿日市分会（０８２９）３１－０１９６
福山分会（０８４）９２４－４３２０


